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宗教における人生の意味 
• 「宗教によって人は，人生の意味を納得すると同時に
また，意味の発見へと動機づけられ，過去と現在を受
容すると同時にまた，未来の創出へと励まされます」
（脇本，1997） 

• 「人生の意味は，さまざまな次元の人生観，もっと狭
義には宗教にかかわっている。それらは，神や英雄な
どに対するコスモロジーと，我々が語るナラティヴに
関連している」（Smart, 2000, p.40） 

 

→宗教は，人生全体に究極的で深淵な意味（宇宙的な
メタナラティヴ，究極的な価値，最大限の統合性）
を与える（e.g., Davis, 1987; Quin, 2000; Runzo, 2000; Wong, 
1998） 



人生の意味の心理学（浦田, 2008） 

• 尺度を用いた測定学的な研究 
 PIL，LRI，SOC，PMP etc… 

• 質的内容の分類の研究 
 「関係」「成長」「喜び」「奉仕」 etc… 

 
人生の意味と宗教 

• 本来的に深く関連しているものの，心理学において，人生
の意味に宗教が果たす機能についてはあまり検討されてき
ていない 
 

⇒本研究では，人生観を捉えるモデルを紹介し，モ
デルを用いていくつかの事例を検討する 



理論的な観点から，基本
的な枠組をトップダウン
で構成（基本枠組） 

並行して，これまでの心
理学における実証的な研
究の知見をボトムアップ
で整理（基本要素） 

基本要素と基本枠組を媒
介し，包括的に関係づけ
るような基本構図を構成
（基本構図） 
 
 
 

基本枠組 

基本構図 

基本要素 



概念 著者 

究極的意味／地上的意味 Edwards (1981); Yalom (1980) 

発見されるもの／創造されるもの Baird (1985); Singer (1992/1995) 

内発的／外発的 Wiggins (1988) 

前意味／超意味／脱意味 山田 (1997) 

身体的／道徳的／審美的／宗教的 Hick (2000) 

客観的意味／主観的意味 Klemke (2000a); Smith (2000); Markus 

(2003) 

個人的／宇宙的 Quinn (2000); Reker & Wong (1988) 

内側の意味／外側の意味 Taylor (2000) 

超自然主義／自然主義 Metz (2001, 2002, 2007) 

究極的意味／暫定的意味 Farran & Kuhn (1998) 

状況的意味／大域的意味 Folkman & Moskowitz (2000) 



概念 概要 

生活の意味（meaning in 

life） 
地上的・具体的で，個人によって創造される意味 

人生の意味（meaning of 

life） 
人生全体の意味。生活の意味を包含し，究極的・宇
宙的な次元（与えられるもの，発見されるもの）までを
含む。 

無意味（no meaning） 日常生活あるいは，人生全体に意味はないとする立
場 

前意味（pre meaning） 意味や生きがいが問題になる以前のあり方。意識な
いし自我が未発達なために意味を問わない「意味以
前」と，意味を問うことはなくともそこにすでに無意識
的に意味が含まれている「前―意味」が含まれる 

超意味（super meaning） 意味全体を成立させている意味の意味，識閾外の意
味を信じる立場 

脱意味（trans meaning） 意味と無意味という2つのあり方を脱して，「何故なし」

に生きるあり方 
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人生の意味 

生活の意味 

地上的 

具体的 
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究極的 
創造 発見 前意味 

無意味 

超意味 



研究者 類型 地域 

Battista & 

Almond (1973) 
「対人関係」「奉仕」「理解」「獲得」「表現」「倫理」 アメリカ 

Ebersole & 

DePaola (1987) 
「関係」「奉仕」「信条」「獲得」「成長」「健康」「ライフワーク」「喜
び」 

アメリカ 

O'Connor & 

Chamberlain 

(1996) 

「人間関係」「創造性」「個人的成長」「宗教的もしくはスピリ
チュアル」「社会的もしくは政治的」「自然との関係」 

ニュージー
ランド 

Reker (1996) 「自己没入」「個人主義」「集団主義」「自己超越」 カナダ 

Prager (1996) 「個人的な関係性」「個人的欲求の満足」「価値や理想の維
持」「個人的成長」 

オーストラ
リア 

Debats (1999) 「関係」「ライフワーク」「個人的ウェルビーイング」「自己実現」
「奉仕」「信条」「物質主義」 

オランダ 

Schnell & 

Becker (2006) 
「自己超越」「自己実現」「秩序」「ウェルビーイングと共同性」 ドイツ 

浦田 (2007) 「関係」「奉仕」「獲得」「成長」「ライフワーク」「喜び」「存在」 日本 



基本原理 価値の方向性 意味の要素 

個人的意味 主観的ウェルビー
イング 

健康 快楽 体験 生そのもの 

etc. 

自己実現 目標達成 責任性 成長 ライフ
ワーク 理解 etc. 

関係的意味 他者との共同性 関係性 友情 恋愛 奉仕 

社会的／普遍的意味 集合的・普遍的な
価値 

道徳性 真理の把握 社会への貢
献 自然との関係性 ジェネラ
ティヴィティ etc. 

宗教的／霊的意味 自己超越 宗教的信仰 スピリチュアリティ 

etc. 
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人生の意味 
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成長 
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生活の意味 

個人的 

関係的 

社会的／普遍的 

宗教的／霊的 

人生の意味 

隣人愛 幸福 

空 

神への
愛 

神の国
の実現 

仏国土
の建設 

自己の救済 

アッラーへ
の服従 

イスラー
ム共同体 

喜捨 

語り得ない
タオ 

無我 

菩薩の
誓願 

タウヒード 

ファナー 

アポファ
ティック
（至高神） 

ブッダ
の教え 

仏の 

信仰 

虚空（非二元） 

キリスト教 仏教 

イスラム教 中国の宗教 

天 

語りうる
タオ 

クルアーン
の教え 

愛 

イエス
の教え 

不死 

解脱 

徳 

孝 

礼 

仁 

無為自然 

慈悲 



意味システム・アプローチ 

• 人が人生の意味を構築することを，個人の認知的
なネットワークの観点から捉えようとする意味シ
ステム・アプローチの展開 

e.g. Pöhlmann, Gruss, & Joraschky (2006); Leontiev (2007) 

 

⇒人生の意味に関する文章や語りの分析によって，
それらの源のつながりを検討する 

  e.g. 「スポーツをすることによって，仕事で要求されること

に全力を傾ける（ライフタスク）ためにリラックス（ウェル
ビーイング）し，再び元気を取り戻すことができる」 

ウェルビーイング ライフタスク 



マグワイアの事例（Friend et al., 1991） 
（Mairead Corrigan-Maguire：北アイルランド問題の平和的解決に取
り組み，1976年にノーベル平和賞を受賞） 

 
  私には，肉体と魂（スピリチュアリティ）があります。私
は，ある時には身体的な命が奪われ，肉体が死ぬということ
を知っています。しかし，私の魂（スピリチュアリティ）は，
神によって創造された（宗教的信仰）ものであり，死ぬこと
はないのです。神の恩寵の力と神秘によって，神の愛の精神
はどんな人の魂の中にも生きています。私たちは神から愛さ
れており，私たちは神を愛し（宗教的信仰），どんな人の中
にも神の精神を見出し（スピリチュアリティ），他者を愛し
（関係性），奉仕するため（奉仕）に創造されているのです。 

  生きることにともなって与えられるたくさんの神からの贈
り物（gift）があります。しかし，その中でも，自由意志（責
任性）と愛（関係性）は，ひときわ優れたものです。… 



マグワイアの事例（続き） 
 …自由意志には選択と責任性がともないます。私たちは，
日常的に非常に重要な選択をしていかなければなりませ
ん。（中略）個人的には，私は生きることを選択します。私
は，自分の生――すべての人の生――は，聖なる尊いもので
ある（生そのもの）ことを知っています。このことは，私は
他の人を殺してはならず，個人的，社会的な暴力を許しては
ならない（道徳性）ということを意味します。しかし，殺す
ことを拒絶するだけでは十分ではありません。（中略）積極
的な非暴力を通じて，私たちは公平さのため，とりわけ，苦
しみや貧困のため（道徳性）に働く（奉仕）ことができます。
真実（真理）や愛（関係性）を通じて，私たちは自分自身や
世界を変え（仕事），私たちは愛し愛されるため（関係性）
に生まれてきたことを深く理解する（理解）ことができるの
です。（p.177） 
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関係的 

社会的／普遍的 
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 現代日本の青年の2事例 
 

 【事例1】生きる意味は幸せになること（幸福感）だ
と思います。またそのことから誰かの役にたち（奉
仕），とてもたくさんの経験をしていくこと（体験）
に意味があると考えます。（20歳，女子） 
 

 【事例2】楽しむため（快楽）。自分の時間の資源を
自分のために使う（体験）。たとえそれが他人のため
の行為（関係性）であってもそれで自分の気分がよく
なるため（快楽）に。何となく気分がよい時に人に優
しくする。そうするとその人にとって自分はいい人に
なる。何かと都合がよくなる。自分のために生活でき
る（体験）ほど意味があると思う。（20歳，女子） 



生活の意味 

個人的 

関係的 

社会的／普遍的 

宗教的／霊的 
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体験 
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体験 

事例2 事例1 



宗教的な世界観が提供する人生の意味は，単
なる宗教的・霊的な意味だけでなく，個人的，
関係的，さらには社会的／普遍的な意味をも
保証する役割を果たす 

個人的な文脈の中で，さまざまな人生の意味
づけがなされ，宗教の持つ意味合いも，個人
の意味システムの在り方（幅，深さetc.）に
よって多様となる 

意味システムアプローチによって，リニアな
人生観の発達論ではなく，個人の意味構築の
在り方を詳細にみることが可能に 
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